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松
岡
映
丘
の
辞
職

昭
和
十
年
九
月
三
十
日
、
日
本
画
科
教
授
松
岡
映
丘
が
辞
職
し
た
。
そ
の
退

官
願
い
に
は
「
病
気
ノ
為
加
療
長
期
日
ヲ
要
シ
且
又
一
身
上
難
止
事
侑
有
之
退

官
仕
度
候
二
付
御
聴
許
被
成
下
度
此
段
及
御
願
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
病
気
」
と
い
う
の
は
、
心
臓
神
経
症
の
た
め
同
年
二
月
以
降
欠
勤
し
て
い
た

が
、
な
お
数
年
間
休
捉
加
療
を
要
す
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

「
一
身
上

難
止
事
情
」
と
い
う
の
は
、

彼
が
帝
国
美
術
院
改
革
（
松
田
改
組
）
に
反
対

し
、
し
た
が
っ
て
和
田
英
作
校
長
と
対
立
す
る
立
場
に
立
っ
た
こ
と
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
同
年
六
月
六
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
お
よ
び
同
月

+
、
十

一
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
寄
せ
た
彼
の
論
説
に
は
改
革
に
対
す
る
不
審

の
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。

映
丘
の
辞
職
は
、
そ
の
後
任
を
め
ぐ
る
波
瀾
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
各
紙
に

と
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
っ
、
十
月
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、

美
校
改
革
へ

松
岡
氏
の
後
任
を
鈴
衡

明
治
四
十
一
年
以
来
上
野
の
美
術
學
校
に
数
鞭
を
取
っ
て
ゐ
た
松
岡
映
丘
霊

伯
は
病
氣
辟
任
を
申
出
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
三
十
日
正
式
に
依
願
免
官
の
焚
令

を
見
、
後
任
に
つ
い
て
和
田
美
術
學
校
長
を
中
心
に
鈴
衡
中
で
あ
る
が
、
さ

き
に
死
去
し
た
平
幅
百
穂
盟
伯
の
補
充
も
な
い
こ
と
4

か
ね
て
か
ら
同
校
の

改
革
が
文
部
営
局
を
は
じ
め
同
校
首
脳
部
間
に
考
慮
さ
れ
て
居
り
、
同
時
に

〔
室
ヵ
〕

松
岡
映
丘
盛
伯
も
辟
任
す
る
に
際
し
て
改
革
試
案
た
る
赦
官
制
度
の
採
用
方

を
希
望
し
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
い
よ
／
＼
同
校
の
改
革
も
後
任
選
定
と
同
時
に

行
は
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
、
こ
れ
に
関
し
て
和
田
美
術
學

校
長
は
語
る

松
岡
氏
の
後
任
に
就
い
て
は
日
本
霊
科
の
方
と
も
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
早
急
に
は
決
定
し
な
い
と
思
ふ
、
又
松
岡
氏
の
改
革
希
差
な
ど

も
別
に
私
と
全
然
愁
見
の
相
違
を
来
た
し
て
ゐ
る
諄
で
は
な
い
が
、
兎
に

角
今
は
何
も
申
し
上
げ
る
ま
で
に
至
っ
て
ゐ
な
い

と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
中
の
、
か
ね
て
か
ら
本
校
の
改
革
が
文
部
当
局

や
本
校
首
脳
部
で
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
や
映
丘
の
改
革
試
案
云
々
と

い
う
記
述
は
、
記
録
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
具
体
的
に
把
握
で
き
な
い
が
、

当
時
の
日
本
画
科
の
生
徒
に
よ
る
左
記
の
文
に
よ
っ
て
改
革
問
題
の
一
面
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。

美
校
評
坦

日
本
盟
の
指
謎
糀
紳
と
指
禅
方
法
に
就
い
て
。

〔れ
て〕

美
術
學
校
に
於
け
る
日
本
霊
科
の
指
樽
方
針
は
諸
所
に
云
々
さ
さ
で
来
た

し
又
現
在
も
具
腔
的
に
散
見
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
政
府
筋
に
又
ヂ
ヤ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
間
に
問
題
に
な
る
と
重
大
閥
心
の
眼
を
み
は
る
わ
け
だ
。
こ
の
科

の
指
導
方
針
の
誤
謬
鋏
陥
は
も
う
既
に
常
識
で
わ
か
る
所
で
あ
っ
て
僻
統
の

理
解
に
一

・ヽ

し
た
方
針
も
な
く
方
針
ど
こ
ろ
か
四
年
問
勉
強
し
て
来
た
が
偲

〔切〕

統
に
開
し
て
は
一
際
燭
れ
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
如
何
な
る
こ
と
だ
と
全
く

憤
激
す
ら
感
じ
る
の
で
あ
る
。
油
給
で
も
日
本
霊
で
も
偕
統
を
理
解
す
る
必

要
は
今
さ
ら
此
慮
で
喋
々
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
事
だ
。
洋
間
は
洋
行
ま
で

〔日
本
画
ぱ
古
典
が
ノ
欠
浴
力
〕

し
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
全
く
身
近
に
あ
っ
て
死
蔵
す
る
現

象
を
呈
し
て
ゐ
る
。
昭
和
十

一
年
度
に
於
い
て
三
年
級
が
座
談
會
の
方
法
で
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今
日
の
國
際
的
危
局
に
面
し
社
會
各
方
面
に
於
て
日
本
主
義
な
る
も
の
が
新

し
い
使
命
を
帯
び
て
勃
典
し
て
ゐ
る
が
、
こ
4

に
豊
壇
に
お
い
て
も
帝
院
改

組
の
後
を
受
け
て
我
が
民
族
精
神
を
近
代
的
に
生
か
さ
う
と
す
る
―
つ
の
園

〔院〕

儒
が
澄
剌
と
誕
生
し
た
|
|
土
そ
れ
は
―
帝
展
會
員
の
松
岡
映
丘
氏
を
盟
主
と
す

る
奮
新
興
大
和
綸
會
同
人
が
結
成
し
た
「
國
霊
院
」
で
あ
っ
て
十
七
日
午
後

五
時
設
立
を
宣
言
し
異
色
あ
る
在
野
展
と
し
て
湧
躍
第

一
歩
を
踏
み

出

し

甕
壇
に
新
波
紋

國
盪
院
結
成
さ
る

松
岡
映
丘
氏
の
宣
言

新
民
族
綸
霊
運
動
へ

蓬
春
、
雪
岱
の
十

一
甕
伯
参
加

こ
の
科
に
一一
先
生
を
加
へ
た
折
方
針
の
更
改

一
新
と
確
立
を
約
束
し
た
が
、

反
應
は
今
日
に
於
い
て
も
な
い
。
僕
は
學
校
は
数
育
す
る
所
だ
と
解
秤
す
る

〔貫
〕

か
ら
こ
そ
こ
う
云
ふ
の
だ
、
石
秤
デ
ッ
サ
ン
も
一
閥
し
た
指
導
方
針
な
く
競

技
と
競
技
の
時
間
を
抵
ぐ
程
度
で

〔ヽ

〕
指
母
は
こ
れ
だ
け
は
洋
盟
の
先
生

か
ら
受
る
事
の
方
が
至
営
で
せ
う
。
日
本
壼
各
ク
ラ
ス
が
こ
の
希
笙
で
あ

る。

〔下
略
〕

（『
校
友
会
会
報
』
第
十
号
。
昭
和
十
二
年
二
月）

日
本
画
科
で
は
昭
和
八
年
の
平
福
百
穂
教
授
の
死
去
以
後
、
教
授
の
空
席
が

埋
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
映
丘
の
辞
職
と
い
う
事
態
が
重
な
っ
た
た
め
、
後
任
補
充

の
問
題
と
と
も
に
潜
在
し
て
い
た
教
育
法
改
革
の
問
題
が
大
き
く
浮
上
し
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

映
丘
は
辞
表
提
出
後
直
ち
に
国
画
院
を
結
成
し
た
。
新
聞
は
こ
れ
を
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。

た
、
盟
主
松
岡
映
丘
氏
は
廿
七
年
も
勤
紹
し
た
東
京
美
術
學
校
赦
授
を
も
辟

め
て
祖
國
文
化
の
焚
展
に
寄
典
し
よ
う
と
い
ふ
意
氣
込
み
で
同
人
は
そ
の
門

下
生
た
る
服
部
有
恒
、
山
口
蓬
春
、
小
村
雪
岱
、
吉
田
秋
光
、
穴
山
勝
堂
、

岩
田
正
巳
、
狩
野
光
雅
、
高
木
保
之
助
、
吉
村
忠
夫
氏
と
い
ふ
鉾
々
た
る
九

粛
伯
、
そ
れ

に
遠
藤
敦
三
、
長
谷
川
路
可
雨
氏
も
准
同
人
と
し
て
「
國
盪

院
」
の
陣
螢
に
馳
せ
参
じ
、
そ
の
穎
問
に
至
っ
て
は
有
馬

一艮
橘
、
荒

木

貞

夫
、
赤
星
陸
治
、
伊
澤
多
喜
男
、
池
田
成
彬
、
末
次
信
正
、
杉
榮
三
郎
、
徳

富
猪
一
郎
、
鳩
山

一
郎
、
平
沼
駅
一
郎
男
、
細
川
護
立
侯
、
松
本
丞
治
、
三

好
重
道
、
柳
田
國
男
の
十
四
氏
で
宜
に
軍
部
、
政
界
、
財
界
等
の
巨
星
を
並

べ
た
素
睛
ら
し
い
顔
厨
で
あ
る
、
更
に
こ
の
奈一
艮
朝
に
焚
し
て
鎌
介
時
代
に

隆
盛
を
極
め
た
大
和
給
の
他
統
に
立
脚
す
る
新
民
族
縮
祝
運
動
に
は
映
丘
門

下
の
紅
日
會
、
瑠
爽
社
の
同
人
約
舟
人
も
共
鳴
し
て
合
流
す
る
筈
で
あ
る
が

「
國
聾
院
」
の
事
業
と
し
て
は
研
究
所
を
設
け
る
外
、
随
時
展
究
會
を
開
催

し
古
典
の
研
究
に
闊
し
て
は
同
人
、
門
人
以
外
に
洋
蓋
家
で
も
彫
刻
家
、
エ

藝
家
で
も
い
や
し
く
も
主
義
に
同
感
す
る
の
士
は
誰
に
で
も
門
戸
を
開
放
す

る
方
針
を
採
つ
て
を
り
、
来
年
五
月
頃
第
一
回
の
展
覧
會
を
開
催
せ
ん
と
す

る
「
図
聾
院
」
の
旗
畢
げ
は
必
ず
や
日
本
の
驚
壇
に
大
き
な
波
紋
を
描
か
ず

に
は
お
か
な
い
だ
ら
う

〔下
略
〕（

昭
和
十
年
九
月
十
八
日

『中
外
商
業
新
報
』）

映
丘
は
改
組
以
後
の
帝
展
、
新
文
展
に
は
出
品
し
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十
二

年
帝
国
芸
術
院
設
置
の
際
は
会
員
と
な
っ
た
。
国
画
院
は
同
十
二
年
春
に
第
一

回
展
を
開
催
。
映
丘
は
代
表
作
の

一
っ
と
さ
れ
る

「矢
表
」
そ
の
他
を
出
品
し

た
が
、
翌
十
三
年
＝―-
月
二
日
に
は
満
五
十
六
歳
で
死
去
し
て
し
ま

っ
た
。
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